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来年は良い年に

するために！

「 一緒に描こう！
私の曼荼羅」
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京町家という 空間で、リラックス
しながら「 曼荼羅（ まんだら ）」を
描いて観ませんか？ 講師の優し
い解説とシンギングリンの音楽
に包まれて癒しのひと時を！

●時　 間： 1 4時から 1 6時
●参加費： 2 , 5 0 0円
（ お菓子とお飲みもの付き）
●定　 員： 1 0名
＊曼荼羅の紙、ペンなどはご用意致します。

京都大学

農学系サークル

「 でこべじカフェ 」

旬な 野菜を 季節にあわせた
メ ニューでご提供します。良食は、
胃袋だけでなく 心も満たし、豊か
な感性も育んでく れます。規格外
野菜を使ったお料理を、どうぞ！

●時　 間： 1 2時から 1 7時
●ランチ： 9 0 0円～　
●提　 供：京都大学

心と暮らしを

豊かにするための

「 未来のための
エコ（ 環境）塾」

日本は、東日本大震災、台風、地
震、そして今年は新型コロナウイ
ルス肺炎・・・ など、毎年のよう に
自然災害に苦しんでいます。今だ
からこそ「 環境」に関心を持ち、
学びませんか？

●時　 間： 1 0時から 1 1時半
●参加費： 1 , 5 0 0円
（ お菓子とお飲みもの付き）
●定　 員： 1 0名
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こどもから大人まで、みんなで一緒に楽し みにましょ う！

昨年、大好評だった「 寺子屋」形式のワークショ ッ プです。

おひとり様でのご参加やもちろん、

ご家族やお友達と一緒にご参加く ださい。 ご宿泊も大歓迎です！

日本の文化と 暮らし を京町家で体験し ませんか？

第二回

お申し
込み方法

講師：高垣さおり
京都芸術短期大学日本

画卒業。バイオリン奏

者（ スウェーデン民俗

音楽他）。点描曼荼羅

と シンギングリ ンに

必然的に出会い、以来

書き続ける。

講師：白井皓大
京都大学教育学部卒業。

同大学院（ 修士）終了。

「 寺子屋塾そのさき」

代表。エコ ピープル

（ エコ検定合格者）。

以下のいずれかの方法でお申し込みく ださい。

（ １ ）電話： 0 7 5 -7 7 1 -2 2 5 8

（ ２ ）メ ール： lu na@ tsukito . jp  

件名に「 月と寺子屋キャンプ」とお書きのうえ、

参加希望講座名、ご参加される方のお名前、

電話番号をお知らせく ださい。

月と 寺子屋キャンプ実行委員会    
TE L： 0 7 5 -7 7 1 -2 2 5 8    
メ ール : l u n a @ ts u k i to . j p
担当： 山内

会場

京町家 サロン ＆ゲスト ハウス  月と
〒6 0 6 -8 3 9 2  京都市左京区聖護院山王町1 9

＊JR京都駅D2のりばから市バス2 0 6系統（ 祇園経由）で3 0分

　「 熊野神社前」下車　 バス停からは、徒歩1分

＊京阪電車鴨東線「 神宮丸太町駅」4番出口から、

　 丸太町通りを東に徒歩6分

主催

当イベント では、新型コロナ

ウイルス肺炎の感染拡大の

防止に向け、各種取り組みを

しております。ご来場の皆様

にはマスク の着用、手指の

消毒、事前の検温のご協力を

お願い致します。

ご来場の皆様へお願い

京都大
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京町家で学ぶ、日本の文化・芸術体験教室
「月と寺子屋キャンプ」を2020年12月5日（土）に開催しました。

今年の開催は、コロナ禍真っ只中。
「心が健やかになる」講座をテーマの中心に開催しました。

店舗、学校、施設、民家へポスティ
ングしました。インターネット「
疲れ」が目立つ昨今、「紙」による
集客活動は効果的でした。

コロナ感染予防対策をしっかりと行いながら、開催しました。
当日の欠席者を含め、「未来のためのエコ塾」「一緒に描こう！私の曼荼羅」へは
各６名づつの参加者がいました。京都大学学生による「でこべじカフェ」には、
約20名のお客様がいらっしゃいました。

京都新聞が、本取り組みに
高い関心を持ち、翌日の朝刊
にて、紹介していただきました。

今回の特徴 次回への課題

１、「感染しない」「感染させない」をモットーに実行しました。

２、当日、本当に実行できるかどうかは不確かでしたので、大きな
PR（集客活動）は控えました。

３、講座は「未来（エコ）」「体の健康」「情操」に焦点を
絞りました。

１、ZOOMなども駆使して、オンラインをリアルとのハイブリッド
に実行できることを試みたい。

２、「地域」との、この取り組みの「意味・魅力」をインターネット
を通じて、国内外へ発信したい。

３、ボランティア活動から「利益出る」活動へと前進させたい。


